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F O C U S

「検査を受ける患者さんに安心感を与え
るとともに、診療放射線技師を本来の
MRI 検査業務に集中させることができる
ようになり、より質の高い検査を実現でき
るようになった」と非磁性体カードキーの
有用性を語る麻生智彦技師長

東京都●国立がん研究センター中央病院
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安心、安全なMRI検査実施のために、
そして、技師の検査への集中のために、
新発想のカードキーに注目した
がん診療の中核的施設である国立がん研究センター中央病院は、検査画像の撮影技術や診断のレベルも高い。
それを可能にしているのは、患者が安心して、安全に、そして高品質な画像を獲得できる検査環境である。
優れた検査環境を確保することは決して簡単ではない。それがMRI 検査においては、なおさらだ。
同院では、典型的なリスクのひとつ、検査前に利用するロッカー室の「鍵問題」解決のために、
非磁性体カードキーを導入し大きな成果を上げている。その概要を麻生智彦診療放射線技師長に聞いた。
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シャーロック株式会社
Sherlock Corporation

建設・不動産・管理事業を中心に、金融、出版、
ホテル、高齢者支援事業などを行っているスター
ツグループで、唯一のメーカーとしてセキュリティ・
サービスを通じて真のホスピタリティを追求すると
いう理想を掲げ、2001年に設立。住宅用錠前・
鍵の製造、加工、販売、仲介、並びに販売の代
理業、住宅（ホーム）セキュリティシステムの企画、
設計などの事業を展開している。

【所在地】東京都中央区日本橋 3-1-8
　　　　　スターツ日本橋ビル
TEL.03-6202-1151 ／ FAX.03-3273-0038
URL:http://www.sherlock.co.jp

カードキーの素材は、傷つきにく
く、折り曲げに強いポリプロピレ
ンを採用。薄型・軽量・コンパ
クトなので、ポケットに入れても
MRI 検査への影響は全くない

非磁性体カードキーは、MRI 検査室への持ち込みが可能。MRI 検査を行う診療放射線技
師ら担当者の業務・心的負担を軽減し、検査業務の効率化を実現

キャビネットロック「Sherlock CABILOCK」は、
使用中のキャビネットにそのまま取り付けができ
るなど、施工が容易なアナログ式。施錠状態も、
カバーをスライドさせることで、目視により容易
に確認できる

非磁性体カード式ロッカー
「Sherlock LOCKER」。
カードキー専用のロッカータ
イプ（特注）では、扉を
閉めると自動的に鍵がか
かるので、鍵の閉め忘れ
を防止。カードを差し込む
だけで扉が開くので、誰で
も容易に扱うことができる

パーテーションドア用カードロック
「sherlock Ⅲ MASTER」。既
設のパーテーション扉に簡単に
取り付けることができ、特別な
加工も不要。鍵紛失時も内蔵
カードキーを容易に交換でき、
スピーディーな対応が可能


